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はじめに 

“あずまや”とは中庭にある屋根付きのベンチで

す。”あずまや”の老朽化がひどいたため屋根を解

体されました。そこで私たちは、もう一度”あずま

や”をみんなに使ってもらいたいと思い屋根の修復

をすることにしました。 

１． 足場の組立て  

 ”あずまや”を解

体するにも、調査にす

るにも足場が必要とな

る。くさび型足場を使

って足場を組み立て

た。狭い場所への設置

だったので苦労した。レベル（測量機器）を使って

足場を水平に合わせた。 

２． 設計 

この”あずまや”

はもともと中庭にあ

った既存のものなの

で、「設計」というより

は、既存のものを調査

し、図面化することが大半でした。現地調査を基に、

立面図、断面図、屋根伏図を作成しました。 

３． 屋根下地材料の加工 

(１) 隅木 

隅木は、寄棟屋根や入母屋屋根に使われている部

材で、屋根が４５°に取合うところに用いられるも

のです。今回の”あずまや”は「方形屋根」という

寄棟の一種で、隅木は、重要なポイントです。 

1)  材料の加工 

倉庫にあったヒノ

キ材を、隅木の大き

さに合わせて自動送

りかんな盤で加工。

木材を削る面を間違

えたり、削り過ぎに

注意した。 

2)  墨付け 

さしがねや墨壺

を使い木材の中心

や切断部の角度を

出した。墨付けに

は、日本に古くから

伝わる“規矩術”を

使った。基本図の

「勾殳玄」を描き、そこから角度を導き出した。                                           

3)  ”山”の加工 

隅木は屋根勾配を

考え、断面を五角形

に削る必要があり、

ガンナを使い”山”

を作りました。かん

なの角度に気を付

け、削り過ぎに注意した。 

(２) 配付け垂木の加工・切断 

方形屋根の場合、全

ての垂木が「配付け垂

木」という、隅木に直

接取り付けるものに

なる。「配付け垂木」は

水平、垂直方向ともに

角度が付くため、材料

の長さや、切断する角度、取付け向きを間違えない

ように加工した。 

(３) 野地板の製作 

野地板は、屋根の下

地材として屋根全体

を形どる部材です。

「勾殳玄」の殳と玄を

使って角度を作り、パ

ネルソーで切断しま

した。長めに製作して

おき、現場合わせで再び切断しました。 

４． 塗装  

野地板・隅木・垂

木・鼻隠しはシロ

アリなどから守る

ため、防腐剤を塗

った。防腐剤は匂

いがきついため部

屋の換気をしながら行った。 



５． 小屋組みの組立て 

インパクトドライバー等を使用して、隅木・垂

木・鼻隠し・野地板・水切の取り付けを行った。

隅木は設計通りに加工・墨付けをしたものを現場

に持っていき取り付けを行った。垂木・鼻隠し・

野地板・水切は、事前に下準備したものを現場で

合わせながら取り付けを行った。 

(１) 隅木の取付け 

既存の骨組の束が

中心よりも少しずれ

ていたため、微調整

を行いながら、現場

合わせで取り付けを

行った。長いビスを

斜めに打ち込むのは

大変難しく苦労した。 

(２) 鼻隠しの取付け 

る部材で、垂木の先端を

揃え、垂木同士を繋ぐ部材

です。隅で鼻隠し同士を合

わせる角度がポイントで

す。角度がずれていないか

注意しながら取付けた。 

(３) 垂木の取付け 

垂木の取付けは、

隅木の上面と鼻隠し

の上面を揃えるた

め、高さを調整しな

がら取付けた。 

(４) 野地板の取付け 

パネルソーで切断した野地板を鼻隠しから

720mm出して切断し、板の境目が垂木の芯で合うよ

う取付けた。角度合

わず苦労した。ビス

の頭が野地板から出

るとアスファルトル

ーフィングが張りづ

らくなるため確かめ

ながら行なった。 

(５) アスファルトルーフィングの敷設 

野地板の上に防水

用のシート、アスフ

ァルトルーフィング

を貼付けた。貼付け

にはハンマータッカ

ーという道具を使

い、水の流れに合わ

せて重ねながら張り進めた。 

(６) 水切の取付け 

軒先にからくさ(水

切り)を取付け、その

後に、捨て水切りを隅

棟に沿って取付ける。

長さの調整や端部の

加工が必要なため、金

切鋏(金切りばさみ)

や摑箸(つかみばし)を使って切断、加工しました。 

金切鋏(金切りばさみ)は、強い力が必要であった

り、切れずに鉄板を曲

げてしまったりと、普

段使っている鋏とは

大きく違っていまし

た。摑箸(つかみばし)

は、鉄板の端を折り曲

げるもので、とても便

利でした。 

(７) 平場の貼付け 

水切りに合わせて

工場で加工された金

属板を貼った。チョ

ークで墨打ちを行

い、一段目以降をチ

ョークの墨に合わせ

て貼っていった。 

６． その他 

 野地板を取りつけ

た後は雨除けのため、

作業後はブルーシー

トで覆った。ブルーシ

ートは紐を使って足

場に固定させた。 

７． まとめ、考察 

 この度の課題研究では、屋根の勾配を求めること

をはじめ、インパクトや丸ノコを使うなど一から覚

えることが多く大変でした。また、屋根の部材を取

り付けるとき、高所の作業だったので安全に気をつ

けてやりました。木材の繊維の性質を理解したうえ

で、どのよ

うにしたら

一番ミスが

無く、効率

よく作業が

できるか、

考えて製作

しました。 
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